
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル： 半導体電力変換回路・電源の高効率化に 

関する研究 
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職名： 准教授 学位： 博士（工学） 
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技術相談 

提供可能技術： 

・半導体電力変換器，電源の効率改善に関する相談 

・電力変換器のシミュレーション解析に関する相談 

 

 

 

 
 所属： 高知工業高等専門学校 ソーシャルデザイン工学科 

研究内容：  

◆研究概要 

パワーエレクトロニクスの分野で特に半導体電力変換とその制御法についての研究です。パワーエレクトロニクス

は，各種電源などの半導体電力変換回路の効率を改善する事により，電力の無駄をなくす省エネ技術です。中でも，交

流-交流直接変換器の高周波電源応用に関する研究を行っています。この電力変換器は，非接触電力伝送（ワイヤレ

ス給電）の受電側の電力変換への応用が期待できます。 

 

 

◆研究テーマと成果の例 

（１）交流-交流直接変換器の高周波電源応用に関する研究 

近年，非接触電力伝送向けの高周波回路が盛んに研究されています。ここで，受電側コイルで受電した電力を商用

系統に連系するシステムを想定すると，受電側コイルと系統の間には，入力が 100kHz以上の高周波，出力が商用周波

数(50Hzまたは 60Hz)の低周波である交流-交流電力変換器が必要となります。 

この交流-交流電力変換器としてパルス密度変調(PDM)制御を適用した高周波単相-低周波三相マトリックスコンバータ

の動作検証を行っています。提案した PDM 制御を用いることでゼロ電圧でのスイッチングが可能となり，スイッチング損

失低減が可能となります。 

また，一般に PDM制御を適用した場合，出力電圧の分解能が問題になります。そこで，新たに PDM制御を提案する

ことにより，出力電圧波形の改善が可能であることを，試作機を用いた実証実験で確認しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


